
国立研究開発法人国立がん研究センター理事会（平成２８年度第１２回）議事録 

 

日 時：平成２９年３月２４日（金）１０：００～１１：４０ 

場 所：国立がん研究センター 管理棟 第１会議室 

出席者：中釜斉理事長、門田守人理事、児玉安司理事、間野博行理事、南砂理事、小野高

史監事、増田正志監事 

欠席者：松本洋一郎理事 

 

Ⅰ．前回（平成２８年度第１１回）議事録の確認 

 ・前回議事録について了承。 

 ・議事録署名人を間野理事と小野監事に依頼。 

 

Ⅱ．審議事項 

 １．平成２９年度予算（案）等 

  資料に沿って説明し、了承された。 

  主な意見等 

  ・財務会計システムで部門別収支を把握できるよう、システム更新のタイミングで検

討が必要。 

  ・今後、職員の納得や前向きな意識を引き出すことが重要。独法制度のルールの下で

ベストを尽くし、センターのあるべき姿を追求してほしい。 

  ・職員に対し、安心感を与えるように留意して説明してほしい。 

 

 ２．平成２９年度計画（案） 

  資料に沿って説明し、了承された。 

 

Ⅲ．報告事項 

 １．東病院の特定機能病院承認 

  資料に沿って報告された。 

  ・３月１７日、厚生労働省から特定機能病院として承認を受けた。 

 

２．変異型ＩＤＨ１阻害剤の悪性脳腫瘍に対する第Ⅰ相臨床試験 

 資料に沿って報告された。 

 

 

 

 



 ３．がん情報サービスの機能拡充等 

  資料に沿って報告された。 

  主な意見等 

  ・正しい免疫療法の意味が伝わるよう端的な表現ぶりを検討しているが、難しい課題。 

  ・免疫療法についての一般への注意喚起としては、もう少し踏み込む必要があるので

はないか。 

 

 ４．喫煙と健康に関するパンフレット（ＮＣＣ・厚労省作成） 

  資料に沿って報告された。 

  主な意見等 

  ・受動喫煙法案に関連し、関係者がしっかり声を上げて本質的な議論ができるように

していくことが大切。 

  ・ＰＭ２.５の影響について、エビデンスが認められた場合には、情報発信してほしい。 

  ・たばこをやめる時につらいという認識が一般的にあるが、もっと楽にやめられる、

やめると良いことがあるといったポジティブなメッセージも重要。 

 

 ５．平成２８年度給与改定の状況 

  資料に沿って報告された。 

 

 ６．非常勤職員の単価改定 

  資料に沿って報告された。 

 

 ７．テレワークの試験的導入 

  資料に沿って報告された。 

  主な意見等 

  ・業務評価や超過勤務の取扱いについて、試行期間の状況を踏まえ、検討が必要。 

 

８．医療法改正法案等 

 資料に沿って報告された。 

 主な意見等 

 ・次世代医療基盤法案に関連し、これまで幅広い議論があったが、現場からの強い指

摘を踏まえ、比較的安定した法制度に落ち着きつつあるのではないか。ただし、一

部納得しきっていない層もある。 

 

９．保健医療分野におけるＡＩ活用推進懇談会（厚労省） 

 資料に沿って報告された。 



 

10．広報実績 

 資料に沿って報告された。 

 

11.２月分月次決算 

 資料に沿って報告された。 

 主な意見等 

 ・年度決算をまとめる際には、医業収支の構造等を分析してほしい。 

 


